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論文内容の要旨
都市域の拡大と人間活動の高密化により、都市の生物の生息が脅かされ、過去に人間と共存してきた生物の多様性
も失われている o 本論文は、都市域における生物生息空間の分断・孤立化による生物多様性の減少の問題を解決する
ための技法として、土地利用コントロールにもとづく緑地の保全や配置に関する生態ネ y トワークの空間計画手法を
構築することが本質的対策になるとの立場から構成されたものである。すなわち、都市空間の各スケールに対応した
多層的な生態育成の計画システムの構築を行うとともに、階層聞に機能的な一貫性を有する生態ネ y トワーク全体の
計画システムを提案していて、論文は以下の 8 章から構成されている o
第 1 章では、生物多様性の減少の問題について、生息地の消失、分断および孤立化がその最も大きな要因であるこ
とを指摘するとともに、それらの生息地を有機的に結び、つけてし、く生態ネットワークの概念の有効性を述べ、都市域
における自然生態の保全を空間計画システムとして構築することを本論文の目的として提示しているo
第 2 章では、長期目標として掲げられる「人と自然、の共生」の概念と、それと密接に関わる生物多様性保全を導き、
支える根拠となる考え方について、 1 )生物多様性の概念、 2 )共生概念、 3) 環境倫理思想、を主な軸としてそれ
ぞれの系譜を示し、人と自然、の共生を実現してし、く物的計画として生態ネットワークが位置づけられることを強調し
ている。
第 3 章では、生物多様性保全へ向けた理論的アプローチと実践的な取り組みについて整理し、本研究で構築しよう
とする生態ネットワークの計画単位として、都市公園、面的開発地、都市域の 3 層からなる構成を提示しているo
第 4 章では、都市域における生物の生息を支える核としての空間である「環境ふれあい公園」を取りあげ、生物の
生息に配慮した都市公園の計画指針を導く枠組みを論じている。指標種が利用するビオトープのパターンを判定する
とともに、その状態から多くの種が利用するビオトープの組み合わせの豊かさを評価するモデルを提示している o さ
らに、吹田市紫金山公園でのケーススタディを行い、そのモデルを用いてピオトープの復元や創出に関する指針の基
本的枠組みを導いている D
第 5 章では、ニュータウンなどの面的開発地を対象とした緑地計画について、生物生態の保全の面から見直しを試
みている o すなわち、開発により失われる自然地や生態系への影響を低減するために、緑地の配置はし、かにあるべき
かを評価する手法の検討を行っている o 樹林性生物の指標種としてホンドタヌキを選定し、その移動可能領域を表す
生態ネットワークの構造モデルを構築して、関西圏の二つの開発地を対象に分析を行っている。その結果、従来の緑
ウ
t
nむ
地の評価指標では捉えることのできなかった緑地の生物生息支援機能を、新たに構築したモデルを用いて評価できる
ことを示している。
第 6 章は、都市域での広域的な緑地計画を対象としている。指標種の移動を妨げる要因に注目し、幹線道路等によ
る生態ネットワークの分断から緑地を評価する枠組みを提示している D 第 5 章で選定したホンドタヌキの分布情報を
大阪府下の二市について調査し、移動の起こりやすさを表現する移動生起ポテンシャルモデルと生態ネットワークの
構造モデルを組み合わせて分析した結果、それらの指標生物の分布の特徴を再現できることを示しているo
第 7 章では、前章までの 3 つのスケールの異なった地域での分析結果を踏まえ、都市域における将来的な土地利用
の変化として 1 )現状緑地の保全、 2 )都市公園整備、 3) 農地転換、 4) 市街化区域開発、 5 )市街化促進の 5 つ
のシナリオを設定して、各シナリオ下での生物生態の分布や空間的連続性を予測し、その結果を解釈している。結果
として、適所であれば中小規模の都市公園の整備や市街化区域内農地の樹林地への転換が生物生態の保全と生息空間
のネットワークの形成に有効であること、また市街化区域内の中小規模の樹林地を保全しつつ、道路による生態回廊
の分断を道路構造や工法上の工夫によって緩和、解消することが重要であることを導いているo
第 8 章では、各章の結果をとりまとめ、本論文で得られた成果を述べ、今後の課題を示している o
論文審査の結果の要旨
都市における自然、との共生は人間のアメニティのみではなく、生物生息や種の多様性そのものを視野に入れたもの
とする見方が広がっJているo 生物多様性の減少をくい止め、都市域において人と自然の共生を実現するため、残され
た生物生息空間の効果的な保全や再生に関する計画技法の構築が必要とされているo 本論文では、従来定量化とそれ
に伴う解釈が困難であった都市域における生物生息地の広がりと種の多様さを評価するモデ、ルを構築するとともに、
都市の 3 つの空間スケールの分析から生息地の保全地のプライオリティと効果的な再生空間を導く計画の指針を提示
している。さらに、それらのモデルを用いて、予見的および計画的な観点から 5 つの土地利用変化のシナリオを設定
し、各シナリオ下での生態ネットワークの状態を描き出すことで、開発傾向が継続した場合の生物生息環境の劣化や、
保全策を講じた場合の改善効果について分析し、評価している。
本論文で得られた主な成果は次の通りである D
(1) 都市公園の計画システムの提案は、ビオトープの復元や創出という公園の環境整備の水準にあたる。 40年間の地
形図等を用いて、 22種の指標種が利用するビオトープのバターンの変化から、より多くの種や生態系の各ニッチの
種が利用するビオトープの組み合わせの豊かさを判断する評価モデルを新たに開発しているo 対象地として選定し
た吹田市紫金山公園の分析から、湿地のビオトープを復元することにより草原や池沼との連続性が生まれ、中・低
ニッチの種の生息環境が改善されることや、公園の周辺では草原のピオトープを復元することで中・低ニッチの種
の生息に貢献できることなどを、モデルを用いて明らかにしているo この事例の場合、湿地のピオトープと草原の
ビオトープは重点整備対象と解釈される o
(2) 面的開発地を対象とした計画システムのポイントは緑地配置である o 開発による自然地や生態系への影響を低減
するために保全、創出する緑地を配置する計画において、本州以南で普遍的にみられるホンドタヌキの移動可能領
域の広さで評価する技法を開発しているo 関西における 500ha 規模の二つのニュータウンでの事例分析から、生態
回廊の機能をも果たす緑地の整備が生態ネットワークの確保につながることや、開発地を取り囲むように保全され
た緑地により敷地内の移動可能領域の割合が大きくなることなどが示されていて、これらは緑地量などの従来型の
指標では捉えることができなかった。
(3) 都市域での広域的な緑地計画については、指標種の移動を妨げる幹線道路による分断と、その補償としての道路
構造や工法上の工夫の効果を評価する枠組みを検討している。大阪府下における面積 1 万ha 程度までの二市を対
象として、事故等によるホンドタヌキの個体の回収地点を分析することにより、生息地となる樹林地が市街地に点
在している都市域では、樹林地聞の移動を交通量の多い幹線道路が横断している箇所で回収地点が多く分布し、全
体の半数以上が移動空間の分断に起因するものと判断している。その上で、道路幅や交通量を基準にそれらの箇所
円4u? ?
で生物個体の移動が可能となる道路構造や工法の採用によって、概ね個体の死亡数を 4 割近く減らすことが可能で
あるこ.となどの定量的な知見を明らかにしている o
(4) 都市域における将来の土地利用のシナリオに沿って変化する生物生息環境を予測する手順として、上記のモデル
を組み合わせたシステムを圏内で初めて提示している o 都市公園における 3 ha 程度の樹林地の整備や市街化区域
内農地の樹林地への転換により、生息地間のリンク(結合数)が数%増加し、都市公園の孤立化が解消されるなど
の改善効果があること、また現在の開発が進んだ場合、今後数十年間で 3 割程度のリンクが失われることなどを定
量的に明らかにしているo
(5) 都市の 3 つのスケールごとに規定した生態ネットワークを構築する計画システムとして、計画の目的と空間スケー
ルに対応した指標種の選定方針、利用するビオトーフ。の類型や移動距離などのインベントリーの作成、それに基づ
いた生物生息を支援する緑地機能を評価するモデ、ルの構築、モデルの適用と分析結果の解釈、さらにこれらに基づ
く計画指針の作成にいたる一連の総合的な計画システムを提示している o
以上のように、本論文は、都市の生物生息空間を保全、創出する計画のモデルと手順を具体的に示し、人間活動の
集中する都市にあって生態ネットワークの改善がもたらす定量的な効果を明らかにしており、今後の都市における自
然、との共生を図る環境政策に有用な工学的知見を示していて、環境システムおよび環境工学の発展に寄与するところ
が大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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